
Mirei
ミレイ

取扱説明書

■この度はＭｉｒｅｉをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

　組立前、御使用前に必ずこの取扱説明書をよくお読みください。

　またお読みになったあとは大切に保管してください。

■この取扱説明書に使用している表示と意味は次のようになっています。

　誤った取扱いをしたときに生じる危険とその程度を、次の表示で区分して説明しています。

警告
誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷

などの重大な結果に結びつく可能性があ

るもの
注意 誤った取扱いをしたときに、傷害または

建物・内装などの損害に結びつくもの

絶対におこなわないでください

■図記号の意味は次のとおりです。

必ず指示に従いおこなってください

安全上ご注意
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安全上のご注意

【安全荷重について】

表示の荷重は、下記の機種による、負荷面上の全体に等しく静かに荷重をかけた、「等分布静荷重」の安全値です。したがって、

偏りや衝撃を加えるような荷重の載せ方をした場合はこの限りではありません。下記荷重を参考にしてご使用ください。

設定機種　[ Ｍｉｒｅｉケース　 W:600 D:200 H:500 ]

　　　　　◇天板アクリル面…５kg

　　　　　◇中棚アクリル面…１kg

　　　　　◇底板木パネル面…５kg

・屋外、高温多湿、粉塵、水かぶり、薬品の付着、直射日光の当たる場所など、悪条件下での設置はしないでください。

・水分のでる物はケース内に入れないでください。

・生鮮食品は入れないでください。

・平坦でしっかりとした面に、水平になるように設置してください。

・ケース内の貴重品の管理は十分に行ってください。

注意

警告

・アクリル面を押さないでください。

・揮発、引火しやすい物はケース内に入れないでください。

・設置安定性の悪い場合は、転倒防止処置を行ってください。

・棚、天板、底板への荷重は安全荷重以内（後述参考）にしてください。

・ねじの締め忘れ・緩みが無いように確実に締めてください。ケースの破損、ガタツキの原因となります。

【お手入れの方法】

本製品の美しさを長く保つ為には日常のお手入れが大切です。

アルミフレーム部分は、水拭きを避け、柔らかい布で軽く乾拭きをしていただくようお願い致します。

コーナーコネクター部分は、柔らかい布に水分を少量含ませ、汚れを拭き取っていただくようお願いいたします。

アクリル部分は、傷つき易いので、柔らかな布やスポンジを用い、きれいな水を使用して、軽く拭き落としてください。

【仕様について】

本製品の仕様、外観に関して、予告なく変更する場合がございますのでご了承ください。

Mirei
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同梱品一覧
■内容品が揃っているか確かめてください。不足・不良がございましたら、お買い上げの販売店にご連絡ください。

■ 本書に掲載されている部品は、標準仕様となります。仕様によっては異なる場合があります。

【組立の方へのお願い】

・組立の際は傷付き防止のため、毛布等の柔らかい面の上で作業をしてください。

・プラスドライバー（先端規格 #2）をご用意ください。

・寸法変更や仕様変更等の加工を独自で行わないでください。

・組立手順を説明した動画を公開しています。  （　ショーケース『Mirei』組立解説動画　https://youtu.be/mRafzogUn9U　）　

 こちらもぜひご参考にしてください。

※黒色

（予備1ヶ）

チェック Ｎo. 部品名 部品 組込部品

側枠フレーム：柱　x2

側枠フレーム：奥行　x2

溝用角棒：柱フレーム用　x1

コーナーコネクター　x4

棚受丸棒　x3

側面板パネル（クリア）　 x1

四角ナット x12

皿小ねじ(M5) x8

□ 3 間口フレーム

□ 4 溝用角棒：間口フレーム用 角棒

□ 5 底板受けパッキン

□ 6 天板パネル（5mm×560mm×160mm） 透明（保護フィルム付き）

□ 7 背面パネル（5mm×560mm×460mm）

□ 8 正面パネル（5mm×545mm×452mm）

□ 9 底板（9mm×545mm×145mm） 白/黒（保護フィルム付き）

□ 10 正面パネル用取手（16φ）

□ 11 棚板

□ 12 付属ドライバー

□ 13 組立用固定ねじ 皿小ねじ M5

透明（保護フィルム付き）

透明（保護フィルム付き）

側面枠A

側面枠B□

□ 1

2

4

数量(個)

1

1

2

1

9

1

2

1

1

1

1

1
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Ⅰ

組立方法

側面枠A に間口フレームを取り付ける

側面枠 A(№1)

※シールイメージ

保護フィルム

側面枠 Aには上下がございます。

下側にシールが貼ってあります。

ビス穴の向きに注意

間口フレーム (№3)

底板受けパッキン (№5)

底板受けパッキン (№5)

溝用角棒 (№4)

溝用角棒 (№4)

背面パネル (№7)

天板パネル (№6)

①

①

②
※

②

ねじ (№13)

ねじ (№13)

間口フレーム

(№3)

Mirei

③

③

①

③③

①

②

①間口フレームを側面枠 Aの下側コネクターに差込みます。

　（ビス穴の向きに注意。右図参照）

②間口フレームと側面枠 Aをねじにて固定します。

　※適宜付属ドライバー（№12）をご使用ください。

③間口フレームに底板受けパッキンと溝用角棒を差込み

　ます。（下記図参照）

Ⅱ本体に間口フレームとパネルを取り付ける

①間口フレームを側面枠 Aの上側コネクターに差込みます。

　（ビス穴の向きに注意。右図参照）

②間口フレームと側面枠 Aをねじにて固定します。

③天板パネルと背面パネルの保護フィルムを剥がし、

　それぞれフレームに差込みます。

　（右図参照）

ビス穴の向きに注意

注意 ケース側面枠を床面に設置した状態から組立を行っていきます。
コネクターに貼ってあるテープは剥がさないでください。

【下側↓】

側面枠 A
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組立方法Mirei

①

①

①

①

②

②

②

側面枠 B(№2)

ねじ (№13)

ねじ (№13)

底板 (№9)

保護フィルム

側面枠 Bには上下がございます。

下側にシールが貼ってあります。

② ③

Ⅲ側面枠 B を取り付ける

①側面枠 Bをフレームに差し込みます。

②ねじにて固定します。

　　※適宜付属ドライバー（№12）をご使用ください。

Ⅳ底板を取り付ける

①本体を起こします。

②底板の保護フィルムを剥がし、フレーム内に取り付けます。

③側面板の保護フィルムを剥がします。

※

※シールイメージ

【下側↓】

側面枠 B
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組立方法Mirei

完成品

②

①

注意正面パネル取り外しの際保持が弱いと、

パネルがケース内に倒れてしまいます。

Ⅶ正面パネルを本体に取り付ける

①正面パネルを斜めにしながら上部フレーム溝に入れます。

②パネルを垂直に戻したら下部フレーム溝に正面パネルを

　入れます。

 ※意匠の都合上、取手が下部にあるためパネルが不安定になります。

　 必ず取手とパネル本体を保持してください。

棚板（№11）

正面パネル（№8）

正面パネル用取手（№10）

※ねじを締めながら取手の向きを決めて下さい。

【取手取付方法】
透明パッキン

正面パネル

透明パッキン

皿トリあり

皿ねじ

Ⅵ正面パネルに取手を取り付ける
①保護フィルムを剥がし、取手を取り付けます。

Ⅴ棚板を設置する
①保護フィルムを剥がし、棚板を少し斜めに傾けて入れます。
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Mirei
■メモ



お問合せ・お求めは


